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大学共同利用機関法人自然科学研究機構職員表彰規程 

 

平成１６年 ４月 １日 

自 機 規 程 第 ３ ７ 号 

最終改正 令和 ２年 ３月２６日 

 

（目的） 

第１条 この規程は，大学共同利用機関法人自然科学研究機構職員就業規則（平成１６年

通則第２号。以下「就業規則」という。）第３９条第２項の規定に基づき，就業規則第

３条の規定により就業規則が適用される職員（以下「職員」という。）の表彰に関し必

要な事項について定めることを目的とする。 

（功労表彰） 

第２条 就業規則第３９条第１項第１号に定める表彰は，職務上の功績が特に顕著な行為

があった場合，大学共同利用機関法人自然科学研究機構組織運営通則（平成１６年通則

第１号）第６条第１項第１号に規定する機関の長又は機構長が別に定める者（以下「機

関の長等」という。）の推薦により，機構長が当該職員に対し行うものとする。 

２ 前項の表彰は，当該行為に応じその都度決定するものとする。 

（永年勤続による表彰） 

第３条 就業規則第３９条第１項第２号に定める表彰は，次の各号のいずれかに該当する

者を対象として行うことができる。ただし，表彰の日において就業規則第２条第１号及

び第２号に掲げる職員は対象としない。 

一 大学共同利用機関法人自然科学研究機構（以下「機構」という。）に引き続き在職

した期間（以下「勤続期間」という。）が２０年を超え，かつ勤務成績の良好な者 

二 相当の勤続期間を有し，かつ勤務成績が優秀な者で，大学共同利用機関法人自然科

学研究機構職員退職手当規程（平成１６年自機規程第１１号）第５条により退職する

者又は退職した者（引き続き国家公務員等職員になる者については，適用しない。） 

２ 前項第１号の規定による表彰は，１人の職員について１回限り（機構以外の国立大学

等，その他官公庁等において既に受けた表彰を含む。）とする。 

（名誉・善行表彰） 

第４条 就業規則第３９条第１項第３号に定める表彰は，当該行為があった場合，機関の

長等の推薦により，機構長が当該職員に対して行うものとする。 

２ 前項の表彰は，当該行為に応じその都度決定するものとする。 

（準ずる功労及び名誉・善行表彰） 

第５条 就業規則第３９条第１項第４号に定める表彰は，第２条又は第４条に準ずる行為

として，機構長が認めるときに行うことができる。 
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（表彰） 

第６条 表彰は，機構が，表彰状を授与することにより行う。 

２ 前項の表彰状にあわせて記念品を贈呈することができる。 

（表彰の日） 

第７条 表彰は，次の各号のいずれかに定める日又は機構長がその都度定める日に行う。 

一 第３条第１項第１号の表彰 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８

号）に定める勤労感謝の日 

二 第３条第１項第２号の表彰 退職の日又は死亡した日 

（勤続期間の計算） 

第８条 第３条第１項第１号及び第２号に規定する勤続期間の計算は，職員となった日の

属する月から表彰の日の属する月までの月数によるものとし，機構以外の国立大学法人

等，その他官公庁等に職員として引き続き在職した期間についても通算することができ

る。ただし，在職期間に休職等の期間がある場合及び研究教育職員であった期間がある

場合は，その期間は勤続期間から除算する。 

（補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，表彰の実施に関して必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

（施行日） 

１ この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程の施行日前に，国立天文台表彰規則（平成元年１月２３日制定），核融合科学

研究所永年勤続者表彰規則（平成元年１１月８日制定），岡崎国立共同研究機構永年勤

続者表彰規程（昭和５６年４月１４日制定）により受けた表彰は，この規程第３条に規

定する者に対して行われた表彰とみなす。 

３ この規程の施行日前から職員及び機構以外の国立大学等，その他官公庁等の職員とし

て引き続く在職期間については，この規程第８条に定める勤続期間の計算により算入す

る。 

附 則 

この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成２５年１１月１日から施行する。 

附 則 
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この規程は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月２６日改正） 

この規程は，令和２年４月１日から施行する。 
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